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はじめに
タイリクモモンガはユーラシア大陸に広く分布する

リス科動物で，日本では北海道に亜種エゾモモンガ
が生息している．樹洞などに営巣し，主に夜間に活
動することが知られているが，その活動性は季節的に
も変化することがわかっている．タイリクモモンガは主
として森林を利用するが，公園の樹木など人為的な
環境でも条件が整えば営巣することが知られている．
本研究は，斜里町内の民家の庭でタイリクモモンガ
による樹洞利用の季節変化，また日周期的な活動性
変化がを調べるために実施した．長期間にわたって
庭先での調査にご協力いただいた櫻井宏氏，櫻井あ
けみ氏に心よりお礼申し上げる．

調査方法
北海道斜里郡斜里町ウトロ香川（北緯44.07度 ,　
東経145.00度）の民家の庭に植えられている樹洞の
あるケヤマハンノキを利用するタイリクモモンガを，ト
レイルカメラによって撮影した（図1）．調査期間は
2015年12月から2018年4月までであり，トレイルカ
メラはAcorn5210B(Ltl acorn outdoors, USA)，SG-

007(HGC，中国 )の2台を順に使用し，地上高約2ｍ
のところに設置した．各カメラの稼働期間を表1に示

した．画像はそれぞれ1200万画素，800万画素で3

枚ずつ撮影するモードに設定した．撮影された画像
はコンピューター上で確認し，タイリクモモンガがい
た場合，日付と時間，樹洞に対する位置を記録した．
樹洞に対する位置は，体の大半が入っている場合は
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図1．調査地とカメラの設置状況
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内部（IN），それ以外を外部（OUT）とした．ただし，
体が完全に樹洞内部に隠れた場合や撮影範囲外に
いる場合はトレイルカメラでは検知できない．
撮影された画像をもとに次の手順で解析をおこ

なった．まず，撮影日付の古い順に画像を確認し，タ
イリクモモンガが撮影されていたコマがあれば，その
撮影時刻と確認できた個体の数，その個体の樹洞に
対する位置を記録した．撮影間隔が短い場合，重複
撮影によって活動性を過大評価してしまうため，次の
撮影時刻まで5分以内のコマはタイリクモモンガが
撮影されていても以降の解析から除外した．トレイル
カメラ作動日数は，撮影できるだけの電池残量があっ
た間とし，およそ月に1度の頻度でカメラをチェックし
て，その際に撮影できない状態だった場合は，カメラ
の撮影を開始した日から最後の撮影コマまでを作動

していた期間とした．その上で，月ごとにタイリクモモ
ンガ撮影画像枚数をトレイルカメラ作動日数で除し
た値を利用指標とした．トレイルカメラは2機種を交
替で使用したが，動物の検出感度やトリガースピード
が機種間で異なるため，利用指標は機種ごとに算出
した．
次に，各機種で撮影された時間帯を24時間の中

で2時間ごとに分け（0～ 2時→実際には1時59分
59秒まで．以下各時間帯について同様に2～ 4時，
4～ 6時…22時～ 24時），各時間帯のタイリクモモ
ンガの樹洞に対する位置が INまたはOUTとなって
いる画像の枚数をカウントした．時間帯ごとのINと
OUTの撮影枚数の頻度分布に差があるかどうかを
Watson-wheeler検定によって評価した．解析には統
計ソフトR ver.3.6.1（R Core Team 2019）を用いた．

機種と
調査年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

(a) Acorn 5210B

2015年 12/4–31

2016年 1/1–21 欠測 3/21–29 4/1–30 5/1–30 6/1–30 7/1–31 8/1–31 9/1–30 10/1–31 11/1–30 12/1–31

2017年 1/1–31 2/1–13 欠測 4/1–30 5/1–9 6/1–30 7/1–31 8/1–28

(b) SG-007

2017年 8/28–
9/24

10/16–
31

11/1–
3,20–31

12/1–11

2018年 1/3–14 2/5–15 3/3–16, 
31

4/1–22

表1．使用したカメラの機種と稼働期間 
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図2．調査期間中のタイリクモモンガの活動性変化．aはAcorn5210B，bはSG-007のカメラを使用した．
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調査結果
1．活動性指標の季節変化
調査期間中のトレイルカメラ2機種（Acorn5210B

とSG-007）によるタイリクモモンガ活動性指標の変
化をそれぞれ図2a，bに示した．Acorn5210Bは，2015

年12月から2017年8月まで稼働していたが，2016年
2月と2017年3月にセッティングミスでカメラが1日も
作動しておらず，欠測となった．また，SG-007は2017

年9月から2018年4月まで稼働した．欠測期間以外
を見ると，Acorn5210Bでは2016年3月と2016年12

月の2回に利用指標のピークが見られ，2016年12月
のピークについてはその前後の11月から2017年2月
までの期間にわたって比較的利活動性の高い状態で
あった（図2a）．SG-007では，2018年1月にピークが
見られ，2017年11月がそれに次いで高かった．2017

年9～ 10月と12月，および2018年2～ 4月は比較
的活動性が低かった．同時に撮影された個体数は，
1個体から3個体であったが，厳寒期に2個体，3個
体と比較的多くの個体が見られる傾向があった．

2．時間帯による活動性指標の傾向
トレイルカメラ2機種（Acorn5210BとSG-007）に
よるタイリクモモンガが樹洞内（IN）または樹洞外
（OUT）で撮影された頻度をもとにした活動性指標
を時間帯別に示したのが図3a，bである．2機種とも
8時から14時およびSG-007では14時から16時の日
中はほとんど撮影されず，6～ 8時の活動性指標も
低かった．また，Acorn5210Bでは0～ 2時の深夜
の指標が低かった．一方，4～ 6時，16時～ 18時
が高く，日中に比べて夜間の活動性指標は全般に高
かった．INとOUTとの違いを見ると，Acorn5210B

では0～ 4時・18～ 20時・22～ 24時に，SG-007

では0～ 6時・18～ 20時・22～ 24時にOUTの割
合が比較的高かった．一方，Acorn5210Bでは14～
18時に，SG-007では16～ 18時にINの割合が比較
的高かった．それぞれの機種でINとOUTの頻度分
布には有意な差が見られた（Watson-wheeler検定，
Acorn5210B…W=8.06, P<0.05, SG-007…W=8.26, 

P<0.05）．

考察
1．庭木樹洞利用の季節的な変化
　今回の調査地では，庭木の樹洞を利用する季節は
ほぼ冬季に限定された．7月に2例撮影されたケース
があったが，その前後にはまったく撮影されておらず，
偶発的にこの場所に現れたと思われる．一方，冬季で
も気温の低くなる1月前後には頻繁に撮影され，個
体数も1個体だけでなく2個体，3個体が同時に見ら
れることがあった．タイリクモモンガは季節によって利
用する巣のタイプを変えることが知られており，冬に
は巣箱や樹上巣より保温性の高い樹洞を好むとされ
ている（浅利・柳川2008, Asari and Yanagawa 2016）．
知床半島基部でタイリクモモンガによる巣箱の利用
を調査した増田（2003）は，春～秋に比べて冬は巣
箱を利用しなくなったことを報告した上で，保温性の
低い巣箱が好まれなかったと推察している．一方，樹

図3．時間帯ごとの撮影頻度．(a)Acorn5210B，(b)SG-007
を使用．白色部は樹洞外（OUT），斜線部は樹洞内（IN）
にいたことを示す．
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洞を選択するのは構造による温度の差ではなく，冬
に集団で越冬するために一定の深さが必要なためと
する報告もある（Nakama and Yanagawa2009）．いず
れにしても，タイリクモモンガは冬の巣として樹洞を
選好するといえるだろう．今回調査した樹洞がもっぱ
ら冬に利用されていたことは，これまでの研究事例を
支持する結果だったといえる．また，タイリクモモン
ガは春～秋に比べて冬により遠距離の巣を利用する
ことが報告されており，冬には条件のよい巣を探すた
めと考えられている（Asari et al. 2014）．今回調査した
樹洞のある家屋は森林に近い市街地内にあり，冬季
にタイリクモモンガが好んで選択したと思われる．庭
には頻繁に人の出入りがあるが，それにもかかわらず
冬期に繰り返し利用されていたことは，タイリクモモ
ンガにとって巣の構造が冬を過ごす上でたいへん重
要であることを示しているといえる．夏に利用頻度が
低下する理由としては，Asari et al. (2014)の調査結果
をふまえると，採食地から遠距離の巣穴を使わなくて
も，近くの巣でよいためだと思われる．

2．活動性指標の時間帯による変化
1日の中での活動性については，夜間に巣を頻繁

に出入りしながら活動していることが示された．過
去の報告では，日没後に一定時間採食したあと巣に
戻って休憩する時間帯があるとされている．実際に日
没後の時間帯を過ぎると巣穴内に入って休む時間が
増えることが示された．一方，深夜から夜明けにか
けては樹洞の外で撮影される頻度が増加する傾向が
見られた．樹洞内外ともに付近にいる場合のみ撮影
されるため，実際の活動性との違いはあると思われる
が，タイリクモモンガがこの時間帯にはもっぱら休憩
よりも採食など巣外での活動に時間を費やしている
ことが推察できる．

3．市街地内での営巣について
タイリクモモンガは森林性の種であり，巣となる樹
洞や採食に適した環境が生息に重要である．フィン
ランドでは，森林伐採や生息地の分断化により長期
的に分布域が縮小し，個体数が減少したとされてい
る（Hokkanen et al.1982; Lampila et al. 2009）．一方
で，森林との境界となるような環境であれば，市街地

を避ける傾向はないとする研究事例もある（たとえば
Mäkeläinen et al. 2015）．本調査地に近い網走市では
頻繁に人が訪れる公園内に高密度でタイリクモモン
ガが営巣している（渡辺ほか2019）．市街地に近い環
境では，イエネコによる捕食やカメラマンによる攪乱
などタイリクモモンガにとって負の効果も生じうるが，
逆に人為環境を好まない捕食者が現れにくいなど好
ましい効果も考えられる．国際自然保護連合のレッド
リストではLC（Least Concern＝低懸念）であるもの
の減少傾向にあるとされており（Shar et al.2018），生
息環境改善などの保全策が必要である．市街地で
あっても，可能であればタイリクモモンガの生息環境
の一部として近隣の生息環境と一体的に管理をして
ゆくことが望ましい．
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